
第３１回女川地域原子力防災協議会作業部会 議事概要 

 

１．日 時 

令和５年８月８日（火）１０:３０～１１:３０ 

 

２．場 所 

  ＴＶ会議 

 

３．出席者 

（１）国     ：内閣府、原子力規制庁、経済産業省 

（２）関係自治体等：宮城県、宮城県警察本部 

（３）オブザーバー：女川町、石巻市、登米市、東松島市、涌谷町、美里町、 

          南三陸町、東北電力株式会社 

（４）庶務    ：内閣府 林崎推進官、籔本専門官、岡本専門官、 

          竹川上席調査員、奥山主査、吉村主査、米倉防災専門官 

 

４．議 題 

（１）女川地域の緊急時対応の改定について 

（２）その他 

 

５．配布資料 

・資料 女川地域の緊急時対応の主な改定項目（たたき台）について 

 

６．概 要 

（１）女川地域の緊急時対応の改定について 

○前回の作業部会で、女川地域の緊急時対応の改定案件となる項目が抽出さ

れたため、内閣府から、資料に基づき、緊急時対応の主な改定項目を説明

後、出席している機関とそれぞれの項目を検討した。 

○内閣府から、令和４年度宮城県原子力防災訓練の結果に基づく、避難支援

アプリの活用について説明があり、出席している機関に対し、意見や補足

の有無を確認した。それに対し、宮城県から、住民が避難支援アプリを活用

し、受付ステーションを経由せず、避難訓練を実施した旨の補足があった。

また、宮城県からは、受付ステーションの運用などは、今後、検討する必要

がある旨の補足があったが、改定項目として異論はなかった。 

○内閣府から、宮城県の同訓練の結果に基づく、離半島部における鮎川港か

ら塩釜港への海路避難経路の追加について説明があり、出席している機関



に対し、意見や補足の有無を確認した。それに対し、出席している機関か

ら、意見や補足がなく、改定項目として異論はなかった。 

○内閣府から、令和３年度の原子力総合防災訓練の結果に基づく、国の要員・

資機材等における、航空自衛隊松島基地の緊急搬送先への追加について説

明があり、出席している機関に対し、意見や補足の有無を確認した。それに

対し、出席している機関から、意見や補足がなく、改定項目として異論はな

かった。 

○内閣府から、令和３年５月１９日の冷却告示による、女川原子力発電所 1号

機の原子力災害対策重点区域の変更について説明があり、出席している機

関に対し、意見や補足の有無を確認した。それに対し、出席している機関か

ら、意見や補足がなく、改定項目として異論はなかった。また、内閣府から、

他地域の緊急時対応について、類似事例がある旨の説明があった。 

○内閣府から、施設統廃合による、避難行動要支援者等の一時集合場所や避

難経路の変更について説明があり、出席している機関に対し、意見や補足

の有無を確認した。それに対し、石巻市から、令和５年３月に東浜小学校、

荻浜中学校が閉校したことに伴い、一時集合場所等が変更となることや、

変更後の場所の選定は、住民に配慮するよう検討を行っている旨の補足が

あったが、改定項目として異論はなかった。 

○内閣府から、宮城県地域防災計画の改定に基づく、避難退域時検査等場所

候補地の追加について説明があり、出席している機関に対し、意見や補足

の有無を確認した。それに対し、出席している機関から、意見や補足がな

く、改定項目として異論はなかった。また、内閣府から、「東松島市役所鳴

瀬庁舎・小野市民センター・小野地区体育館」について、３施設が併記され

ている理由を質問し、宮城県から、その３施設は隣接しており、一体の施設

として活用を想定しているためである旨の回答があった。 

○内閣府から、出席している機関に対し、上記６項目以外の項目として、緊急

時対応の主な改定項目の有無を質問した。それに対し、宮城県から、石巻市

及び女川町が民間船舶事業者と協定を締結したことにより、輸送体制等の

連携強化が図られていることから、協定の締結が改定項目に該当する旨の

説明があった。また、石巻市及び女川町からは、詳細についてそれぞれ補足

があったが、出席している機関から、改定項目として異論はなかった。 

○また、宮城県から、東日本大震災に関連する復旧復興事業が進捗しており、

道路事情の変更を避難経路等へ反映することが、改定項目に該当する旨の

説明があった。また、石巻市からは、その一例について補足があったが、出

席している機関から、改定項目として異論はなかった。 

○内閣府から、本日説明した資料に、今回の作業部会で新たに改定項目に該



当した２項目（民間船舶事業者との協定締結、復旧復興事業の進捗よる避

難経路等への反映）を反映させたうえで、次回の作業部会で共有する旨の

説明があった。 

（２）その他 

○東北電力から、今後のスケジュールについて質問があり、内閣府から関係

自治体等との調整を踏まえたうえで、作業部会を開催する旨の説明があっ

た。 

 

 

以 上 


